
海洋環境下にさらされる鉄筋コンクリート構造物の維持管理において、コンクリート内部の鉄筋の腐

食状況を知ることが重要です。これにはコンクリートを部分的にはつりとって、直接目視により確認

することが最も直接的で確実な方法です。しかし、この方法では部分的とはいえ構造物を傷つけるこ

とになります。また、短時間で測定することも困難です。そこで、腐食ひび割れの幅とコンクリート

表面の隆起量から、コンクリート内部の鉄筋腐食量を推定する方法を考えました。

研究の目的

コンクリート中の鉄筋の腐食により、コンクリート表面にはひび割れや隆起が発生しますが、ひび割

れ幅や隆起量は、腐食の進行にともない増大します。本手法はここに着目して、ひび割れ幅や隆起量

と鉄筋腐食量の関係を定量的に評価しました。コンクリートに埋め込まれている鉄筋の腐食量の経時

変化は、実測により求めることが困難なため、自然電位の経時変化から推定しました。一方、ひび割

れ幅や隆起量は実測により求め、鉄筋腐食量との関係を求めました。これにより鉄筋コンクリート構

造物における腐食ひび割れ発生後の鉄筋腐食量を、ひび割れ幅やコンクリート表面隆起量から推定す

ることができます。

技術の説明

腐食ひび割れ発生後の鉄筋腐食量と、腐食ひび割れ幅やコンクリート表面隆起量との関係を導いたこ

とにより、腐食ひび割れ幅やコンクリート表面隆起量の実測値から、測定位置内部における鉄筋腐食

量を推定できます。腐食ひび割れ幅やコンクリート表面の隆起量は、鉄筋径やかぶり、コンクリート

の配合などに依存することが考えられるため、今後は、鉄筋径やかぶり、コンクリートの配合などを

パラメータにした実験結果を追加して、鉄筋腐食量の推定精度の向上を目指していきます。
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腐食量とひび割れ幅の関係 鉄筋の腐食断面残存率とコンクリ－ト表面隆起量
鉄筋腐食量とひび割れ幅には一定の関係が見ら
れます。

コンクリート表面隆起の大きい箇所では、腐食量も多
くなります。
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